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大学図書館、「次の一歩」は？
―情報源の多様化と学習支援―

京都大学附属図書館研究開発室 古賀 崇

Email: tkoga@kulib.kyoto-u.ac.jp
研究開発室サイト：http://www3.kulib.kyoto-u.ac.jp/rdl/
個人サイト：http://researchmap.jp/T_Koga_Govinfo/

国立大学図書館協会近畿地区協会

平成21～22年度助成事業セミナー基調講演
2010年9月16日

大阪大学附属図書館総合図書館<豊中>
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本日の内容（問題関心）

• 情報源の多様化

– 図書・雑誌以外の形態をとる情報に、図書館はど
れだけ関与できるか？

• 学習支援

– 「情報源の多様化」に即した学習支援のあり方
は？
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問題関心の背景

• 共同研究「データ中心人間・社会科学の創生」

– 情報・システム研究機構 新領域融合プロジェクト
（研究代表者：曽根原登 国立情報学研究所教授）

– 関連ワークショップの記録（国立情報学研究所）

http://www.nii.ac.jp/workshops/afeds/
• 政府情報アクセスに関する古賀の研究

– 科研・若手（B）「図書館・文書館等における政府情
報の保存・アクセスをめぐる比較制度的研究」（No. 
21700272）
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電子書籍を超えて：
データの提供と利用
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「書籍」「雑誌」「論文」などの枠を
超えたところを考えねば…
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「データ」こそが次の流れに？
―大学・研究機関や、その図書館にとって

• 研究・教育の素材、「オープンアクセス」の観
点から

– 「オープンアクセスに関するベルリン宣言」（2003）
は、出版物のみならず研究データも対象

• 政府の情報、統計の活用

• e-サイエンスと図書館との結びつき
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「オープンアクセス」「クリエイティブ・コ
モンズ」の文脈から

• Open Access Weekセミナー2009
– 2009年10月23日、東大本郷・情報学環福武ホール

– http://www.openaccessweek.jp/2009/10/22/311/

• 野口祐子氏（弁護士）の講演より

– レッシグ教授曰く「クリエイティブ・コモンズは多くの
人にチャンスを与える。思いがけない成果が出てく
る可能性がある」

– 今の科学研究は「高価な機器の購入が可能か否か
」で決まってしまう

– むしろデータの解析面での発展を！
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野口氏の考え（古賀なりに図示）

上流
（研究データ）

中流
（論文等）

下流
（特許等の知財）

できる
だけ

オープ
ンに

権利放棄ま
ではしない
もののオー
プンな方向

へ

独占を
認める

事実・
発見
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open

exclusive
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政府情報の変容？
• 米国での主張 (*)

– 政府は貧弱なウェブサイトを運営するよりも、デー
タの提供、特に包括的な提供（providing bulk 
data）に徹すべし

– データの提供に際するシステム上の工夫（＝価値
の付与）は、営利・非営利問わず民間に委ねよ

– 政府はデータ提供の際は、加工が容易なように、コ
ンピュータでの読み取りが可能な（machine-
readable）方式で、標準化を進めるべし

→ 特に社会科学研究に影響？
(*)参照：Open Government: Collaboration, Transparency, and Participation in 

Practice. Daniel Lathrop, Laurel Ruma (eds.) O’Reilly Media, 2010. 402p.
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実例(1)：Data.gov (www.data.gov)
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Data.gov（続き）
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実例(2)：GovTrack.us (www.govtrack.us)
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統計等のデータの活用：日本の場合

• 公的統計に関するデータ利用やデータアーカ
イブの運営をめぐる動き

– 2009年4月 改正統計法の全面施行に伴う

– （独法）統計センターでのサービス＋学術研究機
関等との連携

http://www.nstac.go.jp/services/archives.html

• 学内での研究・調査データの管理・利用はど
うか？
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図書館、データ、e-サイエンスの接点

• The Data Deluge: Can 
Libraries Cope with e-
Science? Deanna B. 
Marcum, Gerald 
George, eds. Libraries 
Unlimited, 2010.

• 「2008年 図書館・情報

科学に関する国際ラウン
ドテーブル会議」（於・金
沢工大）をもとに
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The Data Delugeより

• 「図書館の伝統」が生かせる点

– 標準的な記述（メタデータ）と組織化

– アクセスと保存の保障

• 課題（の一部）

– 研究の成果（論文、図書など）だけではなく、「研究
のワークフロー」にどれだけ関与できるか

– 「e-サイエンスのためのデータ基盤」に長期間の
財政的支援が保障されるか

– 「ユーザー中心」（Web 2.0的）のデータ基盤の構
築
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「学習支援」の今後を探る
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「学習支援」として考えるべきこと

<1> 「新たな

情報源」に対
応する

<2>「基礎」
を押さえる

<3>学内の教

育・学習活動に
より踏み込む

18

<1>「新たな情報源」に対応する
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現状と今後

• すでに「文献の探索」の枠からははみ出してい
る？

– 例：SciFinderにおける化学式検索、物質検索

• 「データ」「MLA資料」なども視野に入れ、探索

の仕方、読み解き方、評価の仕方を提示する
必要
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「探し方」から「読み方」へ

• 個々の資料・情報・データがもつ「背景」を見
抜く

– 作成の意図、目的、信頼性（真正性）、etc.
→図書館（員）としての、次なる「コンピテンシー」
へ？
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実践例

• IFLA2010年ヨーテボリ（スウェーデン）大会
（2010年8月）

– 社会科学図書館分科会・情報リテラシー分科会
合同セッション「情報フルーエンシーとしての社会
科学データリテラシー」

– 発表ペーパー：
http://www.ifla.org/en/conferences-session-
day/2010-08-12
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マドリッド・カルロス3世大学
（スペイン）の事例

• 全専攻（文理とも）の新入生を対象とした「情報
スキル」科目
– 各学部と図書館との協力のもとで開講

– 目録・索引DBや文献管理DBだけではなく、統計
DBの検索、および検索結果の分析に関するスキ
ルも習得させる

– 例題
• あるDBから特定条件に沿ったデータを検索せよ

• その条件から「アラート機能」を使うにはどうすればよい
か

• 地域ごとにデータを比較せよ

• ○○を調べるのに適切なDBは何か
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実例

http://www.ifla.org/files/hq/papers/ifla76/86-aguilera-en.pdf
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カリフォルニア大バークレー校の事例

• 「人口経済学（Economic Demography）」の授
業実施に際し図書館がサポート

– 初期段階の大学教育に特化した統計分析ソフト
ウェア“SDA”を利用 (http://sda.berkeley.edu/)

– 分析対象は国勢調査（センサス）などの基本的な
政府統計データ

• 図書館の担当者曰く：

– 他の情報源の参照だけではなく、自分でデータを
分析できるようになることが大事

– データの加工の仕方・され方の理解も促される
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<2> 「基礎」を押さえる
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電子書籍・電子図書館で
「読み」は変わるか？

• 国立国会図書館（関西館）講演会「電子図書
館の可能性」（2010.7.16）より

• 長尾館長曰く、「理想の電子図書館」として…
– 「書物は解体され、必要なところだけが取り出され、
再編集される。」

– 「関連する情報や書物（その特定の部分）などがリ
ンクされていて取り出せる。」

– 「利用者の観点にそった形で知識インフラにアクセ
ス出来る。」

http://www.ndl.go.jp/jp/event/events/dl_future.ht
ml



27

古賀としての異論
• 知識の全体像はどうやって把握できるのか？

– 現在では図書館が、「物理的」にその全体像を示し
ている、と言えるが…

• 書物も同様に「全体像」を理解しなくてよいの
か？

– 「解体」によって、書物全体の文脈を把握されないま
ま、利用者にとって見たいところだけ取り出されリン
クされる、ということでいいのか？

• 「関連する情報（データ）や書物」についても然り

→ 「読み」を問い直す必要

– リテラシーの観点からも
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「モノ」と「電子」の情報源の対比
（→ 「電子図書館」にも当てはまる？）

冊子体での
二次資料

利用者

電子的情報

全体を
見渡せる 図書館の蔵書

検索して
分かる範囲

全体を
見渡せない
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基礎的なところから「読み」を

• 妹尾堅一郎. 知的
情報の読み方. 水
曜社, 2004.（右記）

• 妹尾堅一郎. 考え

る力をつけるため
の「読む」技術. ダイ
ヤモンド社, 2002.
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<3>学内の教育・学習活動に
より踏み込む

「新たな情報源」と「基礎」を

つなぐ意味でも…
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FD（Faculty Development）・SD
（Staff Development）の流れの中で

• 教員は何を求めているのか、を知る

• 図書館での「情報リテラシー支援活動」をより広い文
脈に位置づける

• 例1：大学教育改革フォーラム in 東海 2010（2010年
3月13日、於・名古屋大学）
– http://www.cshe.nagoya-u.ac.jp/tf2010/
– パネルディスカッション「大学の学習支援における図書館の
可能性」

• 例2：京都大学新任教員教育セミナー2010（2010年9
月3日）
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より総合的な「スタディ・スキルズ」へ
の関与

• 一つの例として…
– 仮説とその検証

– データの収集・処理 （例：アンケート）

– 研究文献の収集と評価

– 研究成果の提示（小論文 ＋ プレゼン）

– 論理的な表現

• どこに図書館が関与できるか？
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おわりに
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「次の一歩」の情報・データ、
「次の一歩」のリテラシー

• 幅広い情報・データの活用は、研究面・社会
面での国家戦略・地域戦略となり得る？

– EUでは強く意識される

• 図書館としても「次の一歩」を見据える必要

– その一方で「基本に立ち返る」必要も？
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可能性と危惧

• 「知のあり方」自体が変わっていくのか？

– どのような「知的生産」が評価につながっていくの
か…

– 参照：ニコラス・Ｇ・カー. ネット・バカ：インターネット
がわたしたちの脳にしていること. 青土社, 2010.

• 「知のあり方」の行方を探る上でも、図書館から
「研究・教育の世界」に積極的に飛び込んでい
く必要
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図書館とは何をするところ？…
ありがとうございました

米国アリゾナ大学図書館（2010年3月）

中国・杭州図書館（2010年8月）



最後に…
• 日本図書館情報学会研究委員会編『図書館・
博物館・文書館の連携』（図書館情報学のフロ
ンティアno. 10）勉誠出版, 2010.（近刊）
http://www.bensey.co.jp/book/2270.html
– 古賀が編集委員の代表

– 10月10日（日） 学会シンポジウム開催（札幌・藤女子大学）
http://www.fujijoshi.ac.jp/jslis_58taikai/

• 京都大学春秋講義（公開講座） 平成22年度秋
期・月曜講義「電子書籍と出版」
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/news_data/h/h8/d2/news4/2010/101124_1.htm

– 佐藤卓己准教授（10/4）、古賀（10/18）、潮見佳男教授
（10/25）

– 京都大学百周年時計台記念館（吉田）にて
37


